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平成２４年７月１９日 

素敵な「夏休み」を 
各地で豪雨災害が報じられる中、山口地方はどうやら梅雨明けの様相です。日本特有 

の蒸し暑い夏の到来です。 

早いもので明日の２０日は終業式です。夏休みを迎え、ワクワクドキドキ、こころ待ち 

にしている人が多いと思いますが、高校３年生の諸君にとっては「勝負の夏」です。この 

夏を征するかどうかで、これからの大学受験や就職試験に大きな影響が出ます。 

まず、目標を立て、その目標達成に向け思案を重ね、自己管理（責任）のもと、無理の 

ない行動計画を立てることです。受験生の場合は、学習計画です。いつ・どこで・どのく 

らい ・どのような内容の勉強をすればよいのか。 １日の中にきちんと位置づけることです。 

ポイントは起床時間と食事と就寝時間の３点を固定することです。 

毎朝、予定を確認し、計画から実行へ、そして、就寝前には必ず 1 日を振り返り、しっ 

かりと反省することです。また、時には家族の一員としての自覚を持ち、家事等の手伝い 

をすることも大事です。このような一人ひとりの学習・生活プランが立派に実践されると 

き、はじめて「夏休み」が有意義で素敵なものになると考えます。それが、日々の時間を 

大切に生きることにつながると思います。 

野球応援ご苦労様でした 
７月１６日に第 94 回全国高校野球選手権 

山口大会 1 回戦が周南市野球場でありまし 

た。対戦相手は柳井商工でした。 

結果は新聞紙上で知っていると思いますが、野球部の諸君は精一杯闘ってくれました。 

選手の一挙手一投足は確かに観戦する我々に 

感動と勇気を与えてくれました。 

彼らの「汗」と「涙」と「友情」はきっと 

後輩達に引き継がれるでしょうし、応援観戦した 

1 年生の諸君達にも新鮮で爽やかな風を送ってくれたのではないでしょうか。 

野球部の監督・部長・コーチそして関係者のみなさまには改めて、「お疲れ様でした。そ 

してありがとうございました」



山口県知事選挙とみなさんの関係 
７月１２日に山口県知事選が告示され、２９日が投票日です。 

今回は４人の候補者があり、激戦が繰り広げられています。中・高校生のみなさんには 

残念ながら投票権がありません。どの候補者が当選するかはわかりませんが、彼らの熱い 

思いや志はすばらしいと思います。彼らの選挙公約や政策に注目し、しっかりと耳を傾け 

てもらいたいと思います。当選すれば４年間の任期があります。ということは高校生１年 

生の皆さんは４年後には２０歳で、選挙権をもつことができ、次の知事を選ぶ権利を有し 

ます。選挙権のないみなさんにとっても身近な、これからの山口県の４年間を預けるとて 

も大切な選挙です。みなさんには選挙権はありませんが、もしあればどの候補者に投票し 

ますか。 

山口県知事候補者 Ｉ氏 Ｍ氏 Ｙ氏 Ｔ氏 

「ドアの向こうに何か面白い世界があると思う想像力が大事だ。ドアを開けてみよ 

う と い う 勇気 を 持 た な い と い け な い。 人 生 に 自 動 ド アな ん て な い か ら 」 

読売新聞 2012.1.4 佐渡 裕（指揮者） 
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ここらでコーヒブレイク！





「むずかしいことをやさしく，やさしいことをふかく，ふかいこと 

をおもしろく，おもしろいことをまじめに，まじめなことをゆかい 

に，ゆかいなことをいっそうゆかいに」 (井上ひさし) 

最後に 
長い夏休みです。一人ひとり健康には十分気をつけてください。各自、ルール・マナーを 

守って、楽しい、充実した夏休みにしてください。 

８月２９日の始業式には、元気な皆さんに出会えることを、楽しみにしています。 

釜石小学校校歌 【作詞】井上 ひさし 

いきいき生きる いきいき生きる 

ひとりで立って まっすぐ生きる 

困ったときは 目をあげて 

星を目あてに まっすぐ生きる 

息あるうちは いきいき生きる 

はっきり話す はっきり話す 

びくびくせずに はっきり話す 

困ったときは あわてずに 

人間について よく考える 

考えたなら はっきり話す 

しっかりつかむ しっかりつかむ 

まことの知恵を しっかりつかむ 

困ったときは 手を出して 

ともだちの手を しっかりつかむ 

手と手をつないで しっかり生きる 

岩手県釜石市大渡町の釜石小学校の校歌で 

す。 

3 月 11 日の大震災以来、何かと脚光を浴び 

ているこの校歌です。 

避難所になったこの小学校で、毎朝みんな 

でこの校歌を歌っていたそうです。 

普通、校歌っていうと、「緑が輝く」とか 

「朝日を浴びて」「前へ進もう」というよ 

うな精神訓話型が多いですが、こういう生 

きて行くための智恵を歌にしているって素 

晴らしいですね。 

避難所で歌っている方も、きっと「しっか 

り生きる」と決意を新たにされていたこと 

と思います。  www.utagoekissa.com 

□いアタマを○くする （解答） 

（実力 2 位の可能性がある人）4 番、6 番、8 番 （実力 3 位以内には絶対に入らない人）2 番


